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翌
年
２
月
に
各
委
員
会

で
調
査
研
究
の
結
果
と

方
向
性
を
議
長
に
報
告
を
す

る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
議
会
と

し
て
ど
う
対
応
す
る
か
速
や
か

に
決
定
し
、
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
は
議
会
だ
よ
り
を
含
め
て

皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
場
を
作

り
た
い
。議

会
報
告
会
は
大
変
良

い
企
画
だ
と
思
う
。
議

会
だ
よ
り
に
も
、
常
任
委
員
会

協
議
会
の
活
動
テ
ー
マ
な
ど
報

告
さ
れ
た
よ
う
な
内
容
を
、
わ

か
り
や
す
く
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

一
般
質
問
の
通
告
受
付

の
段
階
で
、
同
一
会
派

内
で
あ
れ
ば
調
整
を
お
願
い
し

て
い
る
。
会
派
が
異
な
る
場
合

は
議
員
の
考
え
方
も
あ
る
の
で

そ
こ
ま
で
の
調
整
は
行
っ
て
い

な
い
。

一
般
質
問
に
お
い
て
重

複
す
る
内
容
の
質
問
が

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
質
問

内
容
の
調
整
は
さ
れ
て
い
な
い

の
か
。

し
て
い
る
。
紙
面
の
限
り
も
あ

る
が
精
一
杯
対
応
し
て
い
き
た

い
。

こ
れ
か
ら
も
掲
載
内
容

の
充
実
に
努
力
し
て
い

き
た
い
。
議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会
を
広
報
委
員
会
に
し
、

前
々
号
か
ら
議
会
で
決
ま
っ
た

こ
と
を
特
集
記
事
と
し
て
掲
載

常
任
委
員
会
の
平
成
24

年
度
活
動
計
画
に
お
け

る
調
査
研
究
の
結
果
、
議
会
と

し
て
行
政
に
対
し
て
な
に
を
ど

う
提
案
し
て
い
く
か
と
い
う
事

が
明
確
で
な
い
。
い
つ
提
案
さ

れ
る
の
か
。

▼
当
日
寄
せ
ら
れ
た
主

な
ご
意
見
と
回
答

平成24年度

議会報告会
～意見交換で寄せられたご意見・ご要望～

平
成
24
年
度
に
開
催
し

た
議
会
報
告
会
に
お
い

て
、
意
見
交
換
で
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
や
ご
要

望
に
つ
い
て
、
議
会
内

で
の
検
討
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

議
会
報
告
会
：
町
会
長
を

対
象
に
平
成
24
年
７
月
13

日
〜
９
月
26
日
ま
で
市
内

４
地
区
で
開
催

議
会
報
告
会
を
年
１
回

開
催
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
議
会
基
本
条
例
上
は
ど

の
よ
う
に
制
定
さ
れ
て
い
る
の

か
。

常
陸
太
田
市
森
林
・
林

業
・
林
産
業
活
性
化
促

進
議
員
連
盟
が
発
足
さ
れ
て
い

る
が
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。県

に
対
し
て
森
林
湖
沼

環
境
税
の
継
続
を
要
望

し
て
い
る
。
緊
急
に
間
伐
の
必

要
な
面
積
が
残
っ
て
お
り
、
で

き
る
だ
け
継
続
し
て
も
ら
え
る

よ
う
要
望
を
続
け
た
い
と
考
え

て
い
る
。

▼
当
日
保
留
し
た
ご
意

見
へ
の
回
答

条
例
で
は
市
民
へ
の
報

告
と
市
民
と
の
意
見
交

換
の
場
と
し
て
議
会
報
告
会
を

行
う
も
の
と
し
、
詳
細
は
要
領

に
定
め
て
い
る
。
開
催
回
数
は

旧
市
町
村
ご
と
に
年
１
回
、
計

４
回
の
開
催
と
な
る
。

学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

は
統
合
に
よ
り
す
ぐ
に

教
員
を
減
ら
す
こ
と
な
く
、
将

来
を
見
据
え
た
レ
ベ
ル
の
高
い

教
育
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

適
正
な
人
員
管
理
が
行

わ
れ
る
よ
う
注
視
し
て

い
く
。

議 会 報 告 会

問問 答答

問問問 答

答問答

答
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平
成
25
年
度
議
会
報
告

会
は
一
般
市
民
を
対
象

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

市
に
お
い
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

震
災
時
に
は
市
と
町
会

の
連
絡
手
段
が
途
絶
え

て
し
ま
っ
た
。
災
害
時
の
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
の
確
保
を
お
願
い
し

た
い
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織

の
あ
り
方
と
市
の
連
携
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

震
災
瓦
礫
は
引
き
続
き

市
が
受
け
入
れ
る
よ
う

震
災
瓦
礫
の
処
理
に
つ

い
て
先
に
処
理
を
し
た

人
と
後
の
人
で
待
遇
が
違
う
こ

と
の
無
い
よ
う
に
配
慮
を
い
た

だ
き
た
い
。

河
川
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
は
国
・
県
に
要
望

し
て
い
く
。
ま
た
、
市
で
は
地

域
防
災
計
画
を
見
直
し
中
で
あ

り
、
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

震
災
で
河
川
の
堤
防
が

損
傷
し
た
。
大
雨
で
災

害
が
起
き
る
前
に
低
地
区
の
災

害
対
策
、
防
災
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。 

地
域
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
議
会
と
し
て
行
政
の
対
応

を
注
視
し
て
い
く
。

な
り
、
所
有
者
に
連
絡
す
る
こ

と
と
な
る
。

行
政
に
は
期
待
し
て
い

る
が
、
各
担
当
窓
口
で

の
市
民
に
対
す
る
配
慮
が
十
分

で
な
い
と
感
じ
る
。
ま
た
、地

域
担
当
職
員
制
度
を
作
っ
た
の

で
あ
れ
ば
積
極
的
に
活
用
を
し

て
ほ
し
い
。

市
執
行
部
に
伝
え
て
お

り
今
後
の
状
況
を
注
視

し
て
い
く
。
ど
の
形
で
開
催
す

る
の
が
望
ま
し
い
か
、
実
行
委

員
会
な
ど
と
の
協
議
も
必
要
で

あ
る
。
文
化
団
体
の
立
場
、
運

営
団
体
の
立
場
等
双
方
の
意
見

も
あ
り
、
今
後
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
皆
が
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

金
砂
郷
で
発
足
し
た
そ

ば
祭
り
を
金
砂
郷
地
区

に
定
着
さ
せ
る
意
味
で
も
、
そ

ば
祭
り
と
文
化
祭
を
併
せ
た
催

し
と
し
て
継
承
し
て
い
た
だ
き

た
い
。現
在
、常
陸
秋
そ
ば
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
文
化
祭
は
分
割

し
運
営
し
て
い
る
が
、
分
割
に

よ
り
文
化
祭
の
集
客
が
少
な
く

な
り
、
問
題
が
生
じ
て
い
る
。 

要
望
し
て
い
く
。

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
対

し
、
市
は
電
気
柵
の
設

置
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
る

が
、
同
時
に
イ
ノ
シ
シ
が
出
て

こ
な
く
な
る
よ
う
な
施
策
展
開

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

状
況
は
把
握
し
て
い

る
。
先
進
地
の
事
例
等

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
菅
町
に
多
く
の
犬
を

飼
っ
て
い
る
人
が
い

る
。
犬
は
防
護
し
て
飼
わ
れ
て

い
る
が
、
逃
げ
出
す
犬
が
お
り

住
民
は
非
常
に
恐
れ
て
い
る
。

対
応
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

県
・
警
察
・
市
と
の
共

同
で
、
飼
い
主
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
改
善
・
退

去
を
含
め
た
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
状
況
を
注
視
し
て

い
く
。

町
会
長
は
仕
事
が
多
い

割
に
報
酬
が
安
い
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
こ
の
仕
事
に
携

わ
り
た
く
な
い
と
い
う
人
が
出

て
く
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

る
か
。 

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

市
は
現
在
も
不
感
地
帯

の
解
消
に
向
け
て
事
業

者
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
お

り
、
議
会
と
し
て
も
取
り
組
み

を
注
視
し
て
い
く
。

少
子
化
の
問
題
と
し
て

携
帯
電
話
の
通
じ
な
い

地
域
に
は
住
み
た
く
な
い
と
い

う
意
見
が
あ
る
が
ど
う
考
え
る

か
。

市
で
、
地
域
防
災
計
画

を
見
直
し
中
で
あ
り
、

空
き
家
の
安
全
管
理
が

問
題
と
な
っ
て
お
り
、

管
理
を
行
う
課
の
設
置
を
お
願

い
し
た
い
。

市
で
は
早
期
の
条
例
制

定
に
向
け
て
検
討
中
で

あ
り
、動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

防
災
上
の
必
要
か
ら
道

路
に
面
す
る
民
有
地
・

民
有
林
の
木
障
払
い
等
を
町
会

長
か
ら
地
権
者
に
お
願
い
し
て

も
、
実
施
し
て
も
ら
え
な
い
こ

と
も
あ
る
。対
応
策
は
な
い
か
。

原
則
と
し
て
、
民
有

地
・
民
有
林
の
管
理
に

つ
い
て
は
所
有
者
が
行
う
も
の

で
あ
る
が
、
公
衆
用
道
路
等

で
、
通
行
上
危
険
が
伴
う
場
合

は
市
の
用
地
管
理
課
が
窓
口
と

議 会 報 告 会

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答答

答

問問問 答答

答

答

答

答

問
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第
５
回
臨
時
会
・
第
６
回
定
例
会

提
案
理
由
説
明
（
要
旨
）

 

△
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
議
案
▽ 　

第
５
回
臨
時
会
の
提
出
議
案
は
、本
庁
舎
耐
震
改
修

建
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
１
件
、第
６
回
定
例
会

の
提
出
議
案
は
、専
決
処
分
の
承
認
２
件
、条
例
の
制
定

及
び
一
部
改
正
６
件
、指
定
管
理
者
の
指
定
４
件
、平
成

24
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
４
件
、合
わ
せ
て
16
件
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

主
な
議
案
と
し
て
、常
陸
太
田
市
西
山
研
修
所
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
は
、県
か
ら
茨
城

県
立
西
山
研
修
所
を
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、青
少

年
・
成
人
の
人
間
形
成
、交
流
人
口
拡
大
の
拠
点
施
設

と
し
て
「
常
陸
太
田
市
西
山
研
修
所
」を
開
設
す
る
も

の
。常
陸
太
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
は
、人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
職
員
の
給
与
改
正
。一

般
会
計
の
補
正
予
算
は
、障
害
者
の
自
立
支
援
給
付
費
、

生
活
保
護
費
、新
規
就
農
者
に
対
す
る
交
付
金
、道
路
維

持
補
修
工
事
費
、消
防
救
急
無
線
と
通
信
指
令
業
務
の

共
同
整
備
負
担
金
、北
中
学
校
体
育
館
と
里
美
文
化
セ

ン
タ
ー
の
耐
震
診
断
委
託
料
な
ど
総
額
８
４
４
０
万
８

千
円
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

議
案
名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

《
第
５
回
臨
時
会
》

議
案
第
80
号

本
庁
舎
耐
震
改
修
建
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

本

会

議

原
案
可
決

議
員
提
案
第
５
号

指
定
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
候
補
地
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

本

会

議

原
案
可
決

《
第
６
回
定
例
会
》

報
告
第
20
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
24
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
））

本

会

議

原
案
承
認

報
告
第
21
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
24
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
））

本

会

議

原
案
承
認

議
案
第
81
号

常
陸
太
田
市
西
山
研
修
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

文
教
民
生
委
員
会

原
案
可
決

議
案
第
83
号

常
陸
太
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
及
び
常
陸
太
田
市
し
尿
処
理
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

文
教
民
生
委
員
会

原
案
可
決

議
案
第
84
号

常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
及
び
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

産
業
建
設
委
員
会

原
案
可
決

議
案
第
85
号

常
陸
太
田
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

産
業
建
設
委
員
会

原
案
可
決

議
案
第
86
号

常
陸
太
田
市
金
砂
郷
地
区
学
校
建
設
基
金
の
設
置
，
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
及
び
常
陸
太
田
市
立
里
美
中
学
校
建
設
基
金
の

設
置
，
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文
教
民
生
委
員
会

原
案
可
決

第５回臨時会・第６回定例会

第
５
回
臨
時
会
・
第
６
回
定
例
会　

議
案
賛
否
一
覧

常陸太田市長
大久保　太一
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△
起
立
採
決
と
な
っ
た
議
案
▽

議
案
第
87
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

文
教
民
生
委
員
会

原
案
可
決

議
案
第
88
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

文
教
民
生
委
員
会

原
案
可
決

議
案
第
89
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

文
教
民
生
委
員
会

原
案
可
決

議
案
第
90
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

産
業
建
設
委
員
会

原
案
可
決

議
案
第
91
号

平
成
24
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て

総
務
委
員
会

原
案
可
決

議
案
第
92
号

平
成
24
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

文
教
民
生
委
員
会

原
案
可
決

議
案
第
93
号

平
成
24
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

文
教
民
生
委
員
会

原
案
可
決

議
案
第
94
号

平
成
24
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

文
教
民
生
委
員
会

原
案
可
決

請
願
第
４
号

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
患
者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
書

文
教
民
生
委
員
会

採　
　

択

請
願
第
５
号

住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
・
機
能
の
充
実
を
求
め
る
請
願

総
務
委
員
会

採　
　

択

議
員
提
案
第
６
号

常
陸
太
田
市
議
会
基
本
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本

会

議

原
案
可
決

議
員
提
案
第
７
号

常
陸
太
田
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本

会

議

原
案
可
決

議
員
提
案
第
９
号

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
患
者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

本

会

議

原
案
可
決

議
員
提
案
第
10
号

住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
・
機
能
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

本

会

議

原
案
可
決

議
員
派
遣
に
つ
い
て

本

会

議

原
案
可
決

【
○
：
賛
成　

×
：
反
対
】

　
　

※
議
長
の
表
決
権
：
過
半
数
議
決
の
場
合
、議
長
に
は
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、賛
成
・
反
対
が
同
数
の
場
合
、可
決
か
否
決
か
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
採
決
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
員
提
案
第
８
号

議
案
第
82
号

議　

案　

名

議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

常
陸
太
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本　

会　

議

総　

務
付
託

委
員
会

原
案
可
決

審
査
結
果

× × 宇野　隆子
○ ○ 髙木　　将
○ ○ 沢畠　　亮
○ ○ 黒沢　義久
○ ○ 川又　照雄
○ ○ 山口　恒男
○ ○ 福地　正文
○ ○ 片野　宗隆
○ ○ 茅根　　猛
○ ○ 成井小太郎
○ ○ 高星　勝幸
○ ○ 深谷　秀峰
○ ○ 菊池　伸也
○ ○ 益子　慎哉
○ ○ 平山　晶邦
○ ○ 鈴木　二郎
○ ○ 深谷　　渉
○ ○ 木村　郁郎
○ ○ 赤堀平二郎
○ ○ 藤田　謙二
原
案
可
決

原
案
可
決

議
決
結
果

第５回臨時会・第６回定例会
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平
成
24
年
第
６
回
市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
は
一
問
一
答
方
式
で
行
わ
れ
、
10
名
の

議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
）

※
掲
載
内
容
は
一
般
質
問
の
一
部
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

　

発
言
の
詳
細
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・市
図
書
館
で
公
開
す
る
会
議
録
を
ご
覧
下
さ
い
。

 
問　

議
案
第
80
号
本
庁
舎
耐
震
改
修

建
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
落

札
率
が
79
・
６
％
と
な
っ
た
。
世
矢

中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
は
落

札
率
が
99
・
64
％
で
予
定
価
格
に
１

０
０
％
ぎ
り
ぎ
り
の
結
果
で
あ
り
、

東
日
本
大
震
災
以
降
の
資
材
高
騰
を

受
け
て
の
入
札
結
果
と
の
答
弁
だ
っ

た
が
、
今
回
の
落
札
率
79
・
６
％
を

ど
の
よ
う
な
結
果
と
見
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

総
務
部
長　

今
回
の
耐
震
改
修
工
事
で
は

設
計
金
額
が
３
億
５
千
万
円
を
超
え
る
大

規
模
な
工
事
で
あ
る
こ
と
、
工
事
内
容
か

ら
の
技
術
的
な
面
及
び
安
全
管
理
を
含
め

た
工
程
監
理
を
考
慮
し
、
競
争
入
札
参
加

要
件
で
あ
る
代
表
構
成
員
の
地
域
要
件
を

拡
大
し
た
。
大
手
の
総
合
建
設
業
者
も
参

加
で
き
得
る
条
件
設
定
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
に
伴
う
競
争
の
結
果
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問　

議
案
第
87
号
か
ら
議
案
第
90
号

市
の
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

り
、
ま
た
は
確
保
で
き
る
見
込
み
が
あ
る

こ
と
」「
そ
の
他
市
長
な
ど
が
施
設
の
性

質
ま
た
は
目
的
に
応
じ
て
別
に
定
め
る
基

準
」
こ
れ
ら
５
項
目
の
観
点
か
ら
事
業
者

か
ら
提
出
さ
れ
た
申
請
内
容
に
つ
い
て
相

対
評
価
に
よ
り
審
査
を
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。

問　

議
案
第
91
号
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
、
歳
出
に
（
特
定
規
模

電
気
事
業
者
）
日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
協

同
組
合
へ
の
賛
助
会
費
が
あ
る
が
、

賛
助
会
員
と
な
る
経
緯
と
、
市
の
い

く
つ
の
施
設
に
お
い
て
、
ど
の
程
度

の
電
力
削
減
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

総
務
部
長　

賛
助
会
員
と
な
る
理
由
と
し

て
、
本
市
の
施
設
は
、
８
月
か
ら
全
て
の

小
中
学
校
、
９
月
か
ら
本
庁
舎
な
ど
18
施

設
に
つ
い
て
、
電
力
供
給
を
東
京
電
力
か

ら
特
定
規
模
電
気
事
業
者
で
あ
る
ミ
ツ
ウ

ロ
コ
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
か
え

て
き
た
が
、
事
業
電
力
の
負
荷
率
が
高
い

の
指
定
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
基

準
で
事
業
者
決
定
さ
れ
る
の
か
考
え

方
を
伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

２
事
業
者
か
ら
指
定
管

理
申
請
の
あ
っ
た
常
陸
太
田
市
総
合
福
祉

会
館
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

に
お
い
て
選
定
作
業
に
あ
た
り
、
審
査
基

準
と
し
て
常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る

条
例
第
５
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
基
準

「
施
設
利
用
者
の
平
等
な
利
用
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」「
施
設
の

効
用
が
最
大
に
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
」「
施
設
の
適
正
な
維
持
及
び
管
理

並
び
に
管
理
に
係
る
経
費
の
縮
減
が
図
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」「
施
設
の
管
理

を
安
定
し
て
行
う
人
員
、
資
産
、
そ
の

他
の
経
営
規
模
及
び
能
力
を
有
し
て
お

32
の
施
設
に
つ
い
て
は
切
り
替
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
特

定
規
模
電
気
事
業
者
に
対
し
電
気
料
金
の

割
引
に
つ
い
て
提
案
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
協
同
組
合
１
社
よ
り
提

案
が
あ
り
、
そ
の
内
容
と
し
て
、
32
施
設

の
う
ち
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
で
所
管

す
る
19
施
設
の
う
ち
の
11
施
設
で
２
２
０

万
円
程
度
、
企
業
会
計
が
所
管
す
る
13
施

設
の
う
ち
10
施
設
で
１
２
０
万
円
程
度
、

合
わ
せ
て
３
４
０
万
円
程
度
の
電
気
料
金

が
削
減
で
き
る
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

経
費
の
削
減
の
た
め
、
こ
の
提
案
に
よ
る

電
気
料
金
の
割
引
を
受
け
る
に
は
、
日
本

ロ
ジ
テ
ッ
ク
協
同
組
合
の
賛
助
会
員
に
な

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

会
費
５
万
円
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

指定管理者が管理を行う総合福祉会館

議
案
質
疑

（
第
５
回
臨
時
会
）

一

般

質

問

議　案　質　疑

議
案
質
疑

（
第
６
回
定
例
会
）
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市
長
の
政
治
姿
勢
と
し
て
、
平

成
25
年
度
の
予
算
編
成
方
針
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。
次
に
、
市
長
は
平

成
17
年
５
月
に
就
任
さ
れ
、
２
期
８
年

目
に
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
24
年
度
か

ら
５
カ
年
間
の
第
5
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
取
り
組
み
は
ま
だ
道
半
ば

で
あ
り
、
市
長
の
３
期
目
に
対
す
る
考

え
を
伺
い
た
い
。

市
長　

予
算
編
成
方
針
に
つ
い

て
は
、
地
方
交
付
税
の
合
併
算

定
替
え
20
億
８
０
０
０
万
円
が
、
平
成

27
年
度
よ
り
逓
減
と
な
る
こ
と
か
ら
、

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
る
人
件
費
の
削

減
な
ど
、
行
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
財

源
の
捻
出
に
努
め
、人
口
減
少
対
策
、公

共
施
設
の
耐
震
化
、
産
業
の
振
興
、
人

材
の
育
成
な
ど
に
重
点
配
分
を
行
い
、

将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
方
針
の

も
と
に
予
算
編
成
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
３
期
目
に
対
す
る
考
え
方

は
、
今
年
度
か
ら
５
年
間
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
後
期
基
本
計

画
を
策
定
し
た
が
、
残
さ
れ
た
課
題
を

一
つ
ず
つ
仕
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
市

長
と
し
て
市
民
へ
の
責
任
を
果
た
す
こ

と
だ
と
強
く
思
っ
て
い
る
。

今
回
の
震
災
の
教
訓
と
し
て
、

広
域
的
な
幹
線
道
路
整
備
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、南
部
幹
線
道
路
を
構
成
す
る「
県
道

下
土
木
内
常
陸
太
田
線
」及
び「
市
道

０
１
２
０
号
線
磯
部
天
神
林
線
」の
整

備
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、常
磐
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
含
め
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
充
と
峰
山
中
学
校
へ
の
通
学
路
の

安
全
確
保
が
図
ら
れ
る
が
、整
備
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
予
定
を
伺
い
た
い
。

建
設
部
長　

県
の
事
業
で
進
め

ら
れ
て
い
る
県
道
下
土
木
内
常

陸
太
田
線
に
つ
い
て
は
、
早
期
完
成
に

向
け
、
地
元
対
応
等
の
協
力
を
し
て
い

き
た
い
。
次
に
、
市
道
０
１
２
０
号
線

磯
部
天
神
林
線
に
つ
い
て
は
地
権
者
の

皆
様
の
ご
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
交
渉

を
進
め
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
協
議
を
進
め
て
、
本
路
線

の
早
期
完
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

平
成
20
年
度
の
行
政
改
革
大
綱

実
施
計
画
の
新
規
計
画
に
お
い

て
、
行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化

の
中
で
、
市
民
協
働
の
推
進
と
し
て
地

域
担
当
職
員
制
度
は
創
設
さ
れ
た
が
、

平
成
22
年
度
よ
り
始
ま
り
、
24
年
度
も

あ
と
数
カ
月
を
残
す
現
在
、
ど
の
よ
う

な
状
況
で
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

こ
の
地
域
担

当
職
員
制
度
の
目
的
は
、
職
員

が
地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
地
域
活
動

に
参
加
し
、
地
域
の
方
々
と
連
携
協
力

し
、
地
域
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の

で
あ
る
。
平
成
21
年
の
制
度
施
行
以

来
、
地
域
担
当
者
間
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
活
動
内
容
等
の
情
報
交
換
を

行
い
、
ま
た
、
各
地
域
の
行
事
・
イ
ベ

ン
ト
の
定
期
的
報
告
及
び
職
員
へ
の
公

開
を
通
し
て
、
情
報
の
共
有
化
並
び
に

自
発
的
参
加
を
促
し
、
市
民
と
の
協
働

を
進
め
る
市
職
員
と
し
て
の
意
識
づ
け

に
努
め
て
き
た
。
今
後
は
再
度
職
員
と

の
意
見
交
換
を
行
い
、
所
期
の
目
的
を

再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
検
証
を
行
い
、
本
制
度
の

改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

震
災
後
１
年
９
カ
月
を
過
ぎ
た

今
、
複
合
型
交
流
拠
点
施
設
整

備
計
画
に
お
い
て
、
ソ
フ
ト
面
で
の
生

産
者
育
成
、
特
産
物
の
開
発
、
ハ
ー
ド

面
で
の
規
模
や
経
営
体
制
を
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺

い
た
い
。産

業
部
長　

ソ
フ
ト
事
業
の
取

り
組
み
と
し
て
、
農
産
物
等
の

生
産
振
興
や
農
家
等
の
生
産
者
育
成
を

図
る
施
策
を
茨
城
県
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
や
Ｊ
Ａ
み
ず
ほ
と
連
携
し
、
積
極

的
に
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
常
陸
太

田
市
特
産
品
推
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
24
品
目
を
特
産
品
と
し
て
認
証
し

て
お
り
、
す
ぐ
れ
た
も
の
の
発
掘
、
特

産
品
の
情
報
発
信
、Ｐ
Ｒ
、販
路
拡
大
、

商
品
開
発
支
援
等
に
取
り
組
み
、
ハ
ー

ド
面
は
、
計
画
の
検
証
調
査
業
務
が
11

月
末
に
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
内

容
が
ま
と
ま
り
次
第
、
議
会
や
市
民
の

皆
様
方
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

地
域
担
当
職
員
の
取
り
組
み
の
現
状
は

複
合
型
交
流
拠
点
施
設
の
計
画
見
直
し
の
考
え
は

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う

広
域
的
な
幹
線
道
路
の
整
備
を

一　般　質　問

問1答1問1答1

問2 問2答2

答2

黒
沢　

義
久 

議
員

問1 問1問2 問2

益
子　

慎
哉 

議
員

【黒沢 義久 議員　質問事項】
●市長の政治姿勢について
●広域的な幹線道路の整備について

【益子 慎哉 議員　質問事項】
●過去２年間に行った一般質問への答弁と取り組みに
ついて●市職員の採用について
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福
島
第
一
原
発
事
故
発
生
後
に

大
量
放
出
さ
れ
た
放
射
性
ヨ
ウ

素
は
甲
状
腺
に
た
ま
り
や
す
く
、
子
ど

も
の
方
が
よ
り
影
響
が
出
や
す
い
。
放

射
性
ヨ
ウ
素
の
汚
染
の
広
が
り
は
国
が

発
表
し
て
い
な
い
の
で
、
当
時
ど
う
で

あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
中
で
、
ヨ
ウ
素

被
ば
く
の
不
安
が
膨
ら
ん
で
い
る
。
子

ど
も
の
健
康
を
守
る
た
め
に
東
海
村
や

牛
久
市
で
実
施
し
て
い
る
甲
状
腺
検
査

の
実
施
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

現
段
階
で
は

独
自
に
甲
状
腺
検
査
な
ど
、
子

ど
も
の
健
康
診
査
の
実
施
は
考
え
て
い

な
い
。
今
後
、
国
や
県
か
ら
示
さ
れ
る

施
策
や
基
準
並
び
に
県
内
各
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
適
時
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。 

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で
、

ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・
若
者
定
住

を
重
点
戦
略
の
１
つ
と
し
て
、
子
育
て

家
庭
へ
の
支
援
の
充
実
や
若
者
定
住
の

促
進
の
た
め
の
新
婚
家
庭
家
賃
助
成
と

定
住
促
進
助
成
金
な
ど
に
よ
る
定
住
促

進
の
た
め
の
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
結
婚
相
談
事
業
な
ど
に
よ
り
結
婚

さ
れ
る
件
数
も
増
え
つ
つ
あ
り
、
新
婚

世
帯
が
住
み
た
い
ア
パ
ー
ト
が
足
り
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
家

賃
助
成
制
度
を
新
婚
だ
け
で
は
な
く
、

若
い
子
育
て
家
庭
に
も
広
げ
て
は
ど
う

か
。
定
住
促
進
助
成
制
度
は
今
後
も
継

続
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

政
策
企
画
部
長　

新
婚
家
庭
が

嗜
好
す
る
よ
う
な
民
間
の
賃
貸

住
宅
の
建
築
を
促
進
す
る
施
策
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
20
〜
30
代
の
若
い
世

代
を
い
か
に
呼
び
込
む
か
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
の
で
、
若
い
子
育
て
家
庭
に

対
す
る
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
研
究

し
、
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。
定
住

促
進
助
成
制
度
は
一
定
の
成
果
が
あ

り
、
平
成
25
年
度
以
降
も
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

公
金
徴
収
体
制
を
強
化
し
、
財
政
基
盤
の
維
持
を

子
ど
も
の
健
康
を
守
る
甲
状
腺
検
査
の
実
施
を

定
住
人
口
増
を
図
る
積
極
的
施
策
を

当
市
の
財
政
構
造
は
、
自
主
財

源
の
割
合
が
低
く
、
依
存
財
源

の
割
合
が
非
常
に
高
い
状
況
に
あ
る
た

め
、
市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
基

本
的
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
財
政

基
盤
の
維
持
と
負
担
の
公
平
性
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
当
市
で
は
平
成
19
年
度
よ
り

市
税
等
収
納
対
策
本
部
を
設
置
し
、
収

納
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
業
務
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
方
策
を

伺
い
た
い
。
ま
た
、
所
管
担
当
課
で
行

う
徴
収
業
務
を
専
門
部
署
で
一
元
化

し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
徴
収
を
行

い
、
所
管
課
に
お
い
て
は
、
現
年
分
の

徴
収
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
徴
収

率
・
徴
収
額
を
向
上
さ
せ
、
市
民
生
活

の
向
上
や
福
祉
の
充
実
の
為
に
充
当
で

き
る
財
源
を
確
保
す
べ
き
と
考
え
る
が

ご
所
見
を
伺
い
た
い
。

総
務
部
長　

公
金
徴
収
体
制
の

強
化
方
策
と
し
て
、
積
極
的
な

徴
収
を
行
う
た
め
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
職
員
の
育
成
、
各
担
当
課
に
お
け

る
事
務
分
担
の
見
直
し
及
び
債
権
回
収

を
図
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要

と
な
る
。
こ
の
た
め
税
務
課
を
中
心
に

徴
収
能
力
の
向
上
と
滞
納
整
理
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
習
得
に
努
め
て
い
る
。
ま
た

「
収
納
に
関
す
る
専
門
的
な
部
署
」
の

設
置
も
強
化
方
策
の
一
つ
と
考
え
て
い

る
。
当
市
に
最
適
な
公
金
徴
収
体
制
一

元
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
専
門
的
な
組
織
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
で
滞
納
情
報
を
共
有
化
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
勉
強
し
て
い
る
段
階
で

あ
る
。
議
員
発
言
の
「
過
年
度
分
に
つ

い
て
は
専
門
部
署
に
一
本
化
し
、
現
年

度
は
所
管
課
が
徴
収
を
行
う
」
こ
と
は

公
金
徴
収
一
元
化
の
現
実
的
な
方
法
の

一
つ
で
あ
り
一
元
化
に
向
け
て
更
に
研

究・検
討
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問1

答1
問1

木
村　

郁
郎 

議
員

宇
野　

隆
子 

議
員

【木村 郁郎 議員　質問事項】
●公金徴収体制の強化について

【宇野 隆子 議員　質問事項】
●放射能から子どもを守ることについて●震災対策に
ついて●定住人口増を図ることについて●雇用対策に
ついて●教育行政について●指定管理者制度について

問1問2

問1

答1問2

答2

一　般　質　問
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来
年
４
月
よ
り
指
定
管
理
者
制

度
を
活
用
し
て
運
営
予
定
の
西

山
研
修
所
。
既
に
施
設
利
用
の
仮
申
し

込
み
予
約
も
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
人
事
の
配
置
等
の
運
営
規
模
や
地

産
地
消
の
食
事
提
供
、
こ
れ
ま
で
県
が

実
施
し
て
き
た
事
業
の
継
承
等
に
つ
い

て
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

教
育
長　

人
事
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
震
災
以
前
の
平
成
22
年

度
を
経
営
モ
デ
ル
と
し
て
同
程
度
の
人

員
を
配
置
す
る
計
画
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の

構
築
の
為
、
特
に
経
験
・
実
績
の
あ
る

職
員
の
本
市
へ
の
派
遣
を
県
に
要
望
し

て
い
る
。
現
在
の
食
事
水
準
を
確
保
し

な
が
ら
食
を
通
し
て
常
陸
太
田
産
の
野

菜
・
果
樹
な
ど
の
食
材
を
発
信
し
、
こ

れ
ま
で
の
県
の
事
業
に
つ
い
て
も
内
容

を
精
査
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
常
陸

太
田
ら
し
い
事
業
を
追
加
し
な
が
ら
、

利
用
者
に
様
々
な
経
験
を
通
し
て
常
陸

太
田
や
西
山
研
修
所
の
魅
力
を
感
じ
て

い
た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
と
し
て
、

狩
猟
期
間
以
外
の
捕
獲
や
鳥
獣

保
護
区
内
の
捕
獲
、
更
に
は
捕
獲
隊
の

人
員
拡
大
等
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

産
業
部
長　

捕
獲
の
実
施
に
つ

い
て
は
狩
猟
期
間
内
に
１
回
、

期
間
外
に
３
回
実
施
し
て
お
り
、
狩
猟

期
間
を
合
わ
せ
る
と
１
年
の
４
分
の
３

相
当
の
２
６
３
日
間
実
施
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
現
状
の
回
数
を
増
や
す
こ

と
は
か
な
り
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

猟
期
中
の
保
護
区
の
捕
獲
に
つ
い
て
は

当
市
が
県
内
で
初
め
て
取
り
組
ん
だ
も

の
で
、
今
年
度
も
２
月
中
旬
に
予
定
し

て
お
り
、
期
間
延
長
に
つ
い
て
は
協
議

検
討
し
て
い
く
。
捕
獲
隊
に
つ
い
て
は

地
区
ご
と
の
編
成
で
計
60
名
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
、
隊
員
の
増
員
、
わ
な

だ
け
の
免
許
取
得
者
の
枠
の
追
加
等
も

検
討
協
議
す
る
と
共
に
、
捕
獲
隊
に
よ

る
捕
獲
だ
け
で
は
被
害
減
少
に
限
度
が

あ
る
為
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
環
境

整
備
の
取
り
組
み
を
推
進
し
た
い
。

太
田
給
食
セ
ン
タ
ー
の
能
力
は

７
０
０
０
食
で
あ
る
が
、
現
在

４
８
０
０
食
し
か
賄
っ
て
い
な
い
。
里

美
セ
ン
タ
ー
の
現
在
の
賄
い
数
４
１
０

食
を
太
田
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
る
こ

と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校

給
食
業
務
の
一
部
で
あ
る
調
理
業
務

を
、
業
務
委
託
し
て
経
費
を
削
減
し
て

い
る
セ
ン
タ
ー
も
他
自
治
体
で
多
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
て
改
善

を
進
め
る
検
討
委
員
会
の
設
置
を
求
め

る
。   

教
育
長　

里
美
セ
ン
タ
ー
は
、

現
在
６
年
し
か
経
過
し
て
お
ら

ず
、
廃
止
し
た
場
合
、
国
庫
補
助
金
の

返
還
が
伴
い
セ
ン
タ
ー
の
集
約
は
現
時

点
で
難
し
い
と
考
え
る
。
業
務
委
託
を

進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
食
育
の
推
進

や
雇
用
の
問
題
に
も
十
分
配
慮
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
検
討
委
員
会
等
の

設
置
も
含
め
、
施
設
の
在
り
方
や
業
務

委
託
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
速
や
か
に

検
討
し
て
い
く
。

民
間
資
金
を
活
用
し
た
リ
ー
ス

方
式
に
よ
り
防
犯
灯
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
導
入
を
進
め
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
こ
の
方
式
は
、
新
た
な
予
算
措

置
を
す
る
こ
と
な
く
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
に

よ
る
電
気
料
金
の
節
減
相
当
分
で
リ
ー

ス
料
金
を
賄
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
も

の
。
ま
た
、
不
点
灯
等
の
故
障
修
繕
な

ど
の
保
守
管
理
付
き
な
の
で
、
現
在
の

年
間
の
修
繕
費
約
９
０
０
万
円
が
負
担

軽
減
で
き
る
。
10
年
間
の
長
期
継
続
契

約
に
よ
り
、
リ
ー
ス
業
者
か
ら
賃
貸
借

で
リ
ー
ス
期
間
終
了
後
は
市
へ
の
無
償

譲
渡
と
な
る
。
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

長
期
的
に
は

経
費
の
節
減
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
が
、
設
置
費
用
及
び

リ
ー
ス
契
約
終
了
後
の
耐
用
年
数
経
過

に
よ
る
器
具
の
交
換
費
用
の
確
保
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
先
進
事
例
や
他
市
の

状
況
等
を
参
考
に
、
今
後
調
査
・
検
討

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

市
の
運
営
と
な
る
西
山
研
修
所
の
利
活
用
促
進
を 

イ
ノ
シ
シ
被
害
減
少
に
向
け
た
有
効
な
対
策
を

給
食
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し
で
、
経
費
削
減
の
効
果

リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
導
入
急
げ

問1答1

問2問2 答2

答2

問1

答1
問1問1 問2問2

藤
田　

謙
二 

議
員

深
谷　

 

渉  

議
員

【藤田 謙二 議員　質問事項】
●新学習指導要領について
●西山研修所について
●有害鳥獣について

【深谷 渉 議員　質問事項】
●「子育て環境」の整備について●学校給食センター
について●防犯灯の維持・管理改善について
●骨髄ドナーの継続的確保について

一　般　質　問
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
未
設
置
校

で
は
、
父
兄
か
ら
も
早
期
の
設

置
を
望
む
声
が
大
き
い
が
、
今
後
の
対

応
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
新
婚
家
庭
家

賃
助
成
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
若
者

向
け
民
間
賃
貸
住
宅
数
が
少
な
い
現
状

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
未
設
置
校
に
つ
い
て
は

余
裕
教
室
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
近
隣
施
設

の
利
用
を
含
め
条
件
整
備
を
進
め
て
い

る
。
現
在
、
里
美
地
区
、
金
砂
郷
地
区

に
順
次
設
置
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

政
策
企
画
部
長　

早
急
に
新
婚
世
帯
の

受
け
皿
づ
く
り
を
す
る
た
め
、
現
在
、

基
準
に
適
合
す
る
賃
貸
住
宅
を
民
間
投

資
に
よ
り
建
築
し
よ
う
と
す
る
事
業
者

に
対
し
、
助
成
金
交
付
制
度
を
創
設
す

る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
平
成

25
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

東
京
電
力
福
島
原
発
事
故
に
よ

る
放
射
性
物
質
の
飛
散
は
、
バ

イ
オ
マ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
炭

化
製
品
生
産
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
思
う
が
、
現
在
ど
の
様
な
状

況
な
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
施
設
運
営

の
継
続
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

産
業
部
長　

バ
イ
オ
マ
ス
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
主
力
製
品

で
あ
る
バ
イ
オ
炭
は
、
セ
シ
ウ
ム
の
暫

定
規
制
値
（
肥
料
・
土
壌
改
良
材
等
４

０
０
ベ
ク
レ
ル
）
を
超
え
た
こ
と
か
ら

製
造
を
中
止
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
セ

シ
ウ
ム
１
３
７
の
半
減
期
が
30
年
と
非

常
に
長
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
長
期
に

渡
り
炭
化
製
品
の
製
造
が
不
可
能
な
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
今
後
の
施
設
の
継

続
に
つ
い
て
は
、
放
射
能
汚
染
と
い
う

特
別
な
事
由
に
よ
り
現
状
の
ま
ま
で
の

運
営
が
困
難
な
た
め
、
他
の
用
途
へ
の

転
用
等
、
有
効
利
用
を
図
る
べ
く
、
関

係
機
関
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
と
充
実
の
現
状
は

災
害
非
常
時
に
対
す
る
防
災
体
制
の
強
化
取
り
組
み
を

子
育
て
支
援
・
若
者
定
住
対
策
に
つ
い
て
問
う 

バ
イ
オ
マ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
状
況
を
問
う

地
域
活
動
の
活
性
化
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
が
、
対
応
施
策
と

し
て
の
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構

築
計
画
の
内
容
と
現
状
及
び
地
域
の
歴

史
、
文
化
等
を
活
か
し
た
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
活
動
の
取
り
組
み
現
状
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

少
子
化
・
人

口
減
少
等
に
よ
り
町
会
組
織
だ

け
で
は
地
域
活
動
が
困
難
に
な
り
つ
つ

あ
る
た
め
、地
域
内
の
各
組
織
団
体
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
に
応
じ
て
役
割
を
分
担
し
な
が

ら
、互
い
に
連
絡
・
協
力
し
合
い
地
域

活
動
を
進
め
て
い
く
地
域
活
動
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
化
を
計
画
し
て
い
る
。

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、モ
デ
ル
地
区
を

設
け
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
に
向
け

た
活
動
を
行
い
、課
題
等
を
整
理
検
証

し
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
全
域
へ
進

め
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動

は
、地
域
の
お
宝
等
を
発
見
し
活
用
し

て
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。生
産
活
動
や
交
流
人
口
拡
大
等
の

成
果
が
出
て
お
り
今
後
は
市
内
全
域
へ

の
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

災
害
非
常
時
に
対
す
る
防
災
訓

練
、
防
災
組
織
間
の
連
携
、
公

共
施
設
の
防
災
機
能
強
化
、
災
害
時
の

連
携
協
定
等
防
災
強
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長　

防
災
訓
練
に
つ
い

て
は
、自
主
防
災
組
織
に
対
し

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
避
難
所
の

開
設
・
運
営
訓
練
等
実
践
的
訓
練
に
支

援
し
て
い
く
。防
災
組
織
間
の
連
携
に

つ
い
て
は
組
織
の
長
で
も
あ
る
町
会
長

の
協
議
会
等
の
場
で
情
報
交
換
や
災
害

対
応
連
携
を
深
め
て
い
く
。公
共
施
設

の
防
災
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
避
難
所

を
含
め
防
災
拠
点
と
な
る
施
設
に
発
電

機
、衛
星
電
話
な
ど
の
備
品
を
整
備
し

て
お
り
、引
き
続
き
計
画
的
に
整
備
す

る
。他
自
治
体
や
団
体
と
の
協
定
に
つ

い
て
は
、大
震
災
以
前
に
８
件
、以
後
に

は
見
直
し
を
含
め
６
件
締
結
し
て
い

る
。今
後
も
行
政
書
士
会
や
食
糧
等
の

事
業
者
と
の
締
結
を
進
め
て
い
く
。

問1答1

問1問2

鈴
木　

二
郎 

議
員

深
谷　

秀
峰 

議
員

【鈴木 二郎 議員　質問事項】
●市民協働のまちづくりの構築と充実について
●災害非常時に対する防災強化施策について

【深谷 秀峰 議員　質問事項】
●少子化・人口減少対策について
●青年教育について
●バイオマスリサイクルセンターについて

問1問2

問1答1

問2問2 答2答2

一　般　質　問
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毎
年
、
男
女
の
出
会
い
の
場
と

し
て
交
流
会
や
結
婚
を
希
望
す

る
親
の
集
い
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

今
ま
で
の
実
績
と
今
年
開
催
さ
れ
た
街

コ
ン
の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

政
策
企
画
部
長　

結
婚
推
進
事

業
は
、
よ
り
効
果
的
な
運
営
を

図
る
た
め
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託

を
し
、
年
６
回
程
度
の
交
流
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
募
集
は
県
の
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
て
行

い
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
６
１
人
の

男
女
が
参
加
し
て
１
２
８
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
誕
生
し
て
い
る
が
、
誕
生
し
た

カ
ッ
プ
ル
に
対
し
て
は
、
相
談
セ
ン

タ
ー
の
２
名
の
相
談
員
が
、
お
付
き
合

い
の
進
展
具
合
な
ど
の
情
報
収
集
を
個

別
に
行
い
、
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
等
の

支
援
の
継
続
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を

行
う
こ
と
に
よ
り
平
成
24
年
11
月
ま
で

に
28
組
が
結
婚
に
至
っ
た
旨
の
報
告
を

受
け
た
。ま
た
、街
コ
ン
に
つ
い
て
は
、

10
月
26
日
に
３
月
廃
校
と
な
っ
た
瑞
竜

小
と
市
内
飲
食
店
を
舞
台
に
、
初
め
て

開
催
さ
れ
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
最
終
段

階
で
10
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
た
と

伺
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
互
い
の
連

絡
先
の
交
換
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。人

口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て

ま
た
空
き
家
の
有
効
活
用
の
一

環
と
し
て
体
験
入
居
を
取
り
組
ん
で
み

て
は
ど
う
な
の
か
伺
う
。

産
業
部
長　

お
た
め
し
田
舎
暮

ら
し
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年

か
ら
延
べ
20
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
現

在
も
空
き
家
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
が

多
く
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
に
お
い
て

は
、
空
き
家
の
有
効
利
活
用
に
よ
る
都

市
住
民
と
の
交
流
拡
大
に
向
け
、
他
自

治
体
参
考
事
例
等
を
勘
案
し
な
が
ら
情

報
を
全
国
発
信
で
き
る
よ
う
所
有
者
自

ら
が
情
報
を
登
録
す
る
空
き
家
情
報
登

録
制
度
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

県
内
市
町
村
の
中
で
常
陸
太
田

市
は
、
財
政
力
が
最
低
に
近
く

高
齢
者
率
は
最
高
、
出
生
数
は
最
低
で

あ
る
。
市
道
の
舗
装
整
備
率
も
最
低
で

あ
り
、
那
珂
市
や
常
陸
大
宮
市
と
比
較

し
て
も
街
に
勢
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。
更
に
、
面
積
は
県
内 

一
で
あ
り
、
行
政
コ
ス
ト
が
か
か
る
市

で
あ
る
。
今
後
財
政
状
況
が
厳
し
く
な

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
複
合
交
流
施

設
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
①
整
備
費

13
億
円
、
利
用
者
36
万
人
、
損
益
分
岐

点
４
億
２
千
万
円
の
事
業
計
画
に
変
更

は
あ
る
か
、
②
市
長
は
黒
字
化
が
で
き

な
く
て
も
産
業
地
域
振
興
を
図
る
た
め

に
は
必
要
だ
と
し
て
い
る
が
、
市
全
体

に
及
ぼ
す
経
済
効
果
の
見
込
み
は
あ
る

か
、
③
公
設
民
営
化
第
三
セ
ク
タ
ー
株

式
会
社
の
出
資
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
、
④
農
産
物
販
売
所
や
レ
ス

ト
ラ
ン
の
経
営
が
公
益
性
が
あ
る
と
考

え
る
根
拠
と
、
運
営
管
理
に
税
金
が
投

入
で
き
る
と
い
う
根
拠
は
、
⑤
現
在
市

内
に
あ
る
５
つ
の
直
売
所
と
共
存
で
き

る
計
画
な
の
か
、
以
上
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

産
業
部
長　

本
事
業
に
つ
い
て

は
、
地
域
産
業
の
重
点
振
興
施

策
と
し
て
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
。
現
在
震
災
後
の
本
事
業
を

取
り
巻
く
環
境
等
を
調
査
し
た
現
計
画

の
検
証
報
告
が
委
託
業
者
よ
り
提
出
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
整
備
検
討

委
員
会
な
ど
に
お
い
て
こ
の
報
告
書
を

分
析
・
検
討
し
、
こ
の
結
果
を
も
っ
て

適
切
な
時
期
に
市
民
の
皆
様
に
報
告
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
本
事
業

は
施
設
の
整
備
や
そ
の
経
営
を
目
的
に

し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
こ
の
施
設
を

使
っ
て
、
そ
こ
で
、
農
産
物
や
加
工
品

な
ど
を
販
売
す
る
農
家
の
生
産
に
か
か

る
波
及
効
果
と
併
せ
て
交
流
人
口
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
に
よ
る
地
域
全
体
へ

の
経
済
波
及
効
果
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。

結
婚
推
進
事
業
の
追
跡
調
査
と
街
コ
ン
の
成
果
は

空
き
家
の
有
効
利
活
用
で
外
部
か
ら
の
体
験
入
居
を

複
合
交
流
拠
点
施
設
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問1答1

問2

答2

問1

答1

問1問2

菊
池　

伸
也 

議
員

問1

平
山　

晶
邦 

議
員

【菊池 伸也 議員　質問事項】
●少子化・人口減少対策事業について

【平山 晶邦 議員　質問事項】
●複合型交流拠点施設整備の進捗状況について
●常陸太田市西山研修所の運営についてと旧学校施設の利用
について●施設の運営管理費増加と今後の財政状況について

一　般　質　問

第５回臨時会・第６回定例会の会議録は３月上旬から図書館でご覧いただけます。又ホームページにも掲載いたします。
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総
務
委
員
会

　

総
務
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一
部

改
正
１
件
、
補
正
予
算
１
件
、
請
願

１
件
、
合
計
３
件
の
審
査
を
行
い
、

付
託
さ
れ
た
２
議
案
を
全
会
一
致
で

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
請

願
１
件
を
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、
議
員
提
案
と
し
て
意
見
書
（
Ｐ

14
に
掲
載
）
を
本
会
議
に
提
案
す
る

こ
と
と
し
た
。

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
91
号
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

　
　

自
立
支
援
給
付
費
と
地
域
生
活
支
援

費
が
大
き
く
補
正
さ
れ
て
い
る
が
、
増
額

と
な
っ
た
理
由
を
伺
い
た
い
。

　
　

自
立
支
援
給
付
に
つ
い
て
は
生
活
介

護
等
の
利
用
者
増
に
よ
る
介
護
給
付
費
の

増
、
就
労
継
続
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
訓
練

等
の
給
付
増
、
障
害
児
通
所
支
援
費
の
増

に
よ
る
も
の
。
地
域
生
活
支
援
費
に
つ
い

て
は
手
話
通
訳
等
費
用
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
の
増
、
ス
ト
マ
等

の
日
常
生
活
用
具
の
給
付
が
増
え
た
こ
と

に
よ
る
給
付
費
の
増
、
社
会
参
加
の
た
め

の
利
用
者
増
に
よ
る
移
動
支
援
費
及
び
日

中
一
時
支
援
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

　
　

間
伐
委
託
料
に
つ
い
て
、
場
所
は
大

里
町
と
聞
い
て
い
る
が
、
具
体
的
な
内
容

を
伺
い
た
い
。

　
　

大
里
町
の
生
活
環
境
保
全
林
（
に
い

や
ま
の
森
）
を
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
玉
造
町

の
愛
宕
の
杜
親
水
公
園
周
辺
０
・
46
ヘ
ク

タ
ー
ル
。
下
宮
河
内
町
の
「
か
な
さ
笑
楽

校
」
周
辺
0.3
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
間
伐

と
下
刈
り
を
計
画
し
て
い
る
。
伐
採
し
た

木
は
、そ
の
場
所
に
ま
と
め
て
保
留
す
る
。

請
願
第
５
号
住
民
の
安
全
・
安
心
を

支
え
る
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
体

制
・
機
能
の
充
実
を
求
め
る
請
願

　
　
　

地
域
主
権
・
独
立
行
政
の
根
本
的

見
直
し
に
は
現
時
点
に
お
い
て
即
時
移
行

す
る
こ
と
は
混
乱
を
生
じ
る
。

　
　
　

災
害
の
場
合
の
国
の
対
応
と
し
て

国
の
出
先
機
関
の
維
持
は
必
要
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

益
子　

慎
哉　

委
員 

片
野　

宗
隆

副
委
員
長 

深
谷　
　

渉　

 

〃　

成
井
小
太
郎

委　
　

員 

沢
畠　
　

亮　

 

〃　

赤
堀
平
二
郎

　

 

〃　
　

後
藤　
　

守

文
教
民
生
委
員
会

　

文
教
民
生
委
員
会
で
は
、
条
例
の

制
定
１
件
、条
例
の
一
部
改
正
２
件
、

指
定
管
理
者
の
指
定
３
件
、
補
正
予

算
３
件
、
請
願
１
件
、
合
計
10
件
の

審
査
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
９
議
案

を
全
会
一
致
で
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
。
請
願
１
件
を
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
、
議
員
提
案
と
し

て
意
見
書
（
Ｐ
14
に
掲
載
）
を
本
会

議
に
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
81
号
常
陸
太
田
市
西
山
研
修

所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　
　

西
山
研
修
所
の
新
た
な
使
用
料
に
つ

い
て
、
日
帰
り
の
学
校
行
事
で
利
用
す
る

場
合
に
無
料
と
す
る
こ
と
、
そ
の
ほ
か
金

額
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
・
背

景
な
ど
、
こ
の
金
額
に
設
定
を
さ
れ
た
理

由
を
伺
い
た
い
。

　
　

減
免
の
経
緯
と
し
て
、
現
在
も
児
童

生
徒
が
日
帰
り
の
学
校
行
事
で
使
用
す
る

場
合
に
は
減
免
を
し
て
お
り
、
そ
れ
を
引

き
継
い
だ
形
で
明
文
化
し
、無
料
と
し
た
。

利
用
料
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
施
設
あ
る

い
は
県
で
経
営
を
し
て
い
る
青
少
年
関
係

施
設
等
を
勘
案
し
な
が
ら
利
用
料
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。

請
願
第
４
号
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎

患
者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願
書

　
　
　

採
択
に
値
す
る
趣
旨
で
あ
り
、
賛

同
す
る
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

深
谷　

秀
峰　

委
員 

山
口　

恒
男

副
委
員
長 

福
地　

正
文　

 

〃　

木
村　

郁
郎

委　
　

員 

髙
木　
　

将　

 

〃　

藤
田　

謙
二

　

 

〃　
　

川
又　

照
雄

第６回定例会 常任委員会の審査から

問

問

意
見

意
見

意
見

問

答

答

答
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産
業
建
設
委
員
会

　

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
条
例
の

一
部
改
正
２
件
、
指
定
管
理
者
の
指

定
１
件
、
合
計
３
件
の
審
査
を
行

い
、
付
託
さ
れ
た
３
議
案
を
全
会
一

致
で
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。▼

主
な
質
疑
応
答

議
案
第
84
号
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道

事
業
給
水
条
例
及
び
常
陸
太
田
市
水

道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

　
　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
、
水
道
法
の
一
部
改
正
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
条
例
に
布
設
工
事
監
督
者

の
配
置
基
準
・
資
格
基
準
、
水
道
技
術
管

理
者
の
資
格
基
準
が
新
し
く
加
え
ら
れ
た

が
、
こ
の
基
準
は
こ
れ
ま
で
水
道
法
に
定

め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
同
じ
も
の
か
伺
い

た
い
。

　
　

従
来
の
水
道
法
に
よ
る
も
の
と
同
一

で
あ
る
。

議
案
第
85
号
常
陸
太
田
市
下
水
道
条

例
の
一
部
改
正

　
　

特
定
事
業
場
か
ら
の
下
水
の
排
除
の

制
限
に
つ
い
て
、
従
来
の
汚
水
か
ら
下
水

へ
と
用
語
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
理
由
を

伺
い
た
い
。

　
　

現
行
の
条
例
で
は
汚
水
の
み
を
規
定

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
雨
水
の
排

出
口
も
規
制
の
対
象
と
な
る
た
め
、
用
語

を
汚
水
か
ら
下
水
に
改
め
る
も
の
で
あ

る
。

議
案
第
90
号
常
陸
太
田
市
公
の
施
設

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　
　

茨
城
み
ず
ほ
農
業
協
同
組
合
が
指
定

管
理
者
と
な
る
が
、
３
年
間
の
事
業
計
画

に
新
し
い
も
の
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

　
　

前
回
の
内
容
と
同
等
の
催
し
物
を
計

画
予
定
し
て
い
る
。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

高
星　

勝
幸　
委
員 

茅
根　
　

猛

副
委
員
長 

鈴
木　

二
郎　

 

〃　

菊
池　

伸
也

委　
　

員 

宇
野　

隆
子　

 

〃　

平
山　

晶
邦

　

 

〃　
　

黒
沢　

義
久

指定廃棄物の最終処分場候補地の白紙撤回を求める意見書
　平成２４年９月２７日、環境省の横光克彦副大臣が高萩市を訪問し、地元及び周辺自治体に一切の相談もなく、指定
廃棄物の最終処分場を高萩市上君田地内の国有林野としたことが、報道等により明らかになった。
　放射性物質汚染対処特措法において、放射性セシウム濃度が８，０００Ｂｑ／ｋｇを超える指定廃棄物（ごみ焼却灰、
下水汚泥等）は、国が責任をもって処分するものとし、基本方針で指定廃棄物の処理は当該指定廃棄物が排出された都
道府県内で行うものとしている。
　茨城県内各地で発生した指定廃棄物は、茨城県内のいずれかの場所において最終処分場の設置が必要になることは
承知しているが、今回選定された最終処分場候補地（高萩市大字上君田字竪石国有林野）は、本市における最も近い
集落まで約３ｋｍと行政界から僅かの距離にあり、また「プラトーさとみ」を中心とした宿泊・観光地としての山村体験交
流施設や横川鉱泉郷まで５～６ｋｍしか離れておらず、加えて国道４６１号沿線には竜神大吊橋など多くの観光施設があ
ることから、風評被害による来訪者の減少が大いに懸念されるところである。
　昨年の東日本大震災以降、観光、商工、農産物等の風評被害に苦しんでいる本市では、農作物の放射線量調査や「プ
ラトーさとみ」周辺の除染作業に取り組み、時間の経過とともに観光客も徐々に回復傾向にあり、一日も早い復興と市の
イメージ回復に懸命の努力をしているところである。
　また、本市は未来へつなぐ元気なまち・元気なふるさとづくりを目指し、地産地消や交流人口の拡大、定住の促進等、
市民協働のまちづくりを進めているところであり、今回の最終処分場候補地の選定は、こうした市民の不断の努力や安全
安心を希求する切なる思いを踏みにじり、更なる風評被害をもたらすもので、到底応じられるものではない。
　よって、本市議会は、高萩市上君田地内の国有林野を指定廃棄物の最終処分場候補地としたことに対し、白紙撤回
を求めるものである。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　平成２４年１０月１９日

常陸太田市議会　
（提出先）内閣総理大臣・環境大臣・衆議院議長・参議院議長

第５回臨時会・第６回定例会で議員提案された下記の意見書が可決され、関係大臣
あて提出されました。

第６回定例会 常任委員会の審査から

問

問

問 答

答答
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Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎患者の救済に関する意見書
　わが国にはＢ型・Ｃ型肝炎感染者・患者が３５０万人いると推定され、その大半は集団予防接種や治療時の注射針・筒の
使い回し、輸血、血液製剤の投与などの医療行為による感染が原因とされる。このような感染被害の拡大を招いたことに対す
る「国の責任」と、肝炎患者を救済する責務が明記された肝炎対策基本法が平成２２年１月施行された。
　しかし、今なお感染被害は償われず、多くの患者が肝炎の進行と高い医療費負担などに苦しめられ、毎日約１２０人もの肝
炎患者が亡くなっている。「薬害Ｃ型肝炎救済特別措置法」、「特定Ｂ型肝炎感染者への給付金等支給特措法」が成立し、裁
判を通じて補償・救済されるしくみができた。しかしカルテや明確な証明が必要なため、裁判に出して救済されるのはほんの
一握りにすぎない。Ｃ型肝炎患者の９割以上を占める注射器の使い回しや輸血が原因の患者、母子感染ではないとの証明な
どができないＢ型肝炎の大半の患者には補償・救済のしくみがなく、肝炎治療費そのものへの支援策がないため、医療費が
払えずに治療を断念せざるをえず、重症化し、命の危険にさらされる患者も少なくない。
　このように現行法によって法的救済、補償を受けられる患者はごく一部であり、注射器の使い回し、輸血、薬害によるＢ型・
Ｃ型肝炎患者に対して、国が感染被害を償い、いつでも、どこでも安心して治療を続けられるために、肝炎治療と生活を支え
る公的支援制度を確立することが求められている。
　よって、国会及び政府におかれては、肝炎対策基本法にもとづいて、医原病によるＢ型・Ｃ型肝炎患者を救済するため、
下記の事項について速やかに必要な措置を講じるよう強く要望する。

記
１．肝炎対策基本法に基づき患者救済に必要な法整備、予算化をすすめ、Ｂ型・Ｃ型肝炎患者が適正な救済を受けられる
ことを旨とした救済策を実施すること。

２．肝炎治療薬、検査費、入院費への助成をはじめ、肝炎治療費への公的支援制度を確立するとともに、肝硬変、肝がん
患者への障害者手帳の交付基準を改善し、肝炎対策基本法が定めたＢ型・Ｃ型肝炎による肝硬変、肝がん患者への特別
な支援策を講じること。

３．治療体制・治療環境の整備、治療薬・治療法の開発、治験の迅速化などをはかること。
４．肝炎ウイルスの未検査者、ウイルス陽性者の未治療者の実態を調査し、早期発見・早期治療につなげる施策を講じるとと
もに、Ｂ型・Ｃ型肝炎への偏見差別の解消、薬害の根絶をはかること。

５．医原病であるＢ型・Ｃ型肝炎による死亡者には一時金、感染者・患者には健康管理手当・支援金を支給する法制度の確
立によって、感染被害が償われ、持続的に治療を続けられる環境を整備すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　平成２４年１２月２０日

常陸太田市議会
（提出先）衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・法務大臣・財務大臣・総務大臣・厚生労働大臣

住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を求める意見書
　昨年は、東日本大震災や台風などにより、全国各地で大きな被害が発生した。そのような状況の下、公務労働者は国・地
方を分かたず、復旧・復興に向けて全力で取り組んでいる。国の機関では、これらの活動に当たり全ての地方出先機関が本
省と一体となって役割を発揮している。仮に国の出先機関の廃止や地方移譲が行われていたなら、迅速な復旧などの取り組
みは極めて困難であったと考えられる。
　そうした復旧・復興の活動は報道でも取り上げられ、公務・公共サービスの重要性や「構造改革」路線の問題点が指摘さ
れるとともに、国民の生命・財産を守り安全・安心を確保するためには、国と地方の双方による責任と役割の発揮が不可欠な
ことが改めて明らかになった。
　しかし、政府は「地域主権改革」や「独立行政法人の抜本的な見直し」を声高に主張し、国が定めている施設設置などの
最低基準を緩和・廃止して地方自治体に委ねるとともに、公共サービスでの企業利益の追求を促進する「地域主権改革」一
括法（第１次、第２次）を、昨年４月と８月に相次いで成立させた。１１月には「義務付け・枠付けの更なる見直しについて」
が閣議決定され、今通常国会に法案を提出するとされている。
　また、一昨年１２月に閣議決定した「アクション・プラン」や「独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針」に基づき、
今通常国会に国の出先機関の原則廃止や独立行政法人の削減のための法案を提出するとしている。
　さまざまな政府統計が示すとおり、国民の所得と消費は下がり続け、就業・営業や就学の困難が増し、格差と貧困が広が
り続けている。また、東海地震や東南海・南海地震の発生が確実視され、東北地方太平洋沖地震の発生による地震活動の
活発化も指摘されており、生活への不安が増幅している。こうした中で、国に求められることは、地方自治体と共同し国民・
住民の生命・財産を守り安全・安心を確保する責任と役割を発揮することである。
　出先機関の原則廃止をはじめとする「地域主権改革」や県内にも多くの組織のある「独立行政法人の抜本的な見直し」は、
地域において国が果たすべき責任と役割をあいまいにするもので、政府の使命に反するとともに憲法第２５条の完全保障を求
める国民的要求にも背くものである。
　よって、国におかれては、下記の事項について実現するよう強く要望する。

記
１．憲法第２５条の完全保障を実現するため、国と地方の共同を強めるとともに、公務・公共サービスの体制・機能の充実を
図ること。

２．国の出先機関を原則廃止する「アクション・プラン」や「独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針」を見直し、防
災対策など住民の安全・安心を確保するために必要な、国の出先機関や独立行政法人の体制、機能の充実を図ること。

３．独立行政法人の「見直し」に当たっては、国の責任で財政措置を行うとともに自主性・自立性が発揮できる体制とすること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　平成２４年１２月２０日

常陸太田市議会
（提出先）衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・法務大臣・財務大臣・総務大臣・厚生労働大臣

意　見　書



　
　

請願・陳情
件　　　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

請願第４号
　Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎患者の救済に関する意見
書提出を求める請願書

茨城県日立市日高町１－２７－３
Ｂ型・Ｃ型肝炎救済茨城の会
代表　川井玲子

採　 択

請願第５号
　住民の安全・安心を支える公務・公共サービ
スの体制・機能の充実を求める請願

茨城県つくば市北郷１番
国土交通労働組合地理支部
執行委員長　河和宏

採　 択

陳情第５号
　介護職員処遇改善加算の継続・拡充を求める
陳情書

茨城県水戸市城南３－９－２０
茨城県医療労働組合連合会
執行委員長　松崎みどり

報　 告

議員提案
件　　　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

議員提案第５号
　指定廃棄物の最終処分場候補地の白紙撤回を
求める意見書

提出者　常陸太田市議会議員　成井小太郎
賛成者　深谷渉、髙木将、茅根猛、高星勝幸、
　　　　深谷秀峰、益子慎哉、鈴木二郎

原 案
可 決

議員提案第６号
　常陸太田市議会基本条例等の一部改正につい
て

提出者　常陸太田市議会議員　成井小太郎
賛成者　深谷渉、髙木将、茅根猛、高星勝幸、
　　　　深谷秀峰、益子慎哉、鈴木二郎

原 案
可 決

議員提案第７号
　常陸太田市議会会議規則の一部改正について

提出者　常陸太田市議会議員　成井小太郎
賛成者　深谷渉、髙木将、茅根猛、高星勝幸、
　　　　深谷秀峰、益子慎哉、鈴木二郎

原 案
可 決

議員提案第８号
　議員定数検討特別委員会の設置について

提出者　常陸太田市議会議員　成井小太郎
賛成者　深谷渉、髙木将、茅根猛、高星勝幸、
　　　　深谷秀峰、益子慎哉、鈴木二郎

原 案
可 決

議員提案第９号
　Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎患者の救済に関する意見
書

提出者　常陸太田市議会議員　深谷秀峰
賛成者　福地正文、髙木将、川又照雄、
　　　　山口恒男、木村郁郎、藤田謙二

原 案
可 決

議員提案第10号
　住民の安全・安心を支える公務・公共サービ
スの体制・機能の充実を求める意見書

提出者　常陸太田市議会議員　益子慎哉
賛成者　深谷渉、沢畠亮、後藤守、片野宗隆、
　　　　成井小太郎

原 案
可 決
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10
月
２
日

　
　

３
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

15
日

　
　

19
日

　
　

22
日

　
　

26
日

　
　

29
日

11
月
６
日

　
　

13
日

　
　

20
日

　
　

21
日

12
月
７
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　

14
日

　
　

17
日

　
　

18
日

　
　

20
日

議
会
運
営
委
員
会

総
務
委
員
会
所
管
事
務
調
査
（
〜
５
日
）

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会
・
広
報
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会
視
察

文
教
民
生
委
員
会
所
管
事
務
調
査
（
〜
17
日
）

第
５
回
臨
時
会
・
広
報
委
員
会
・
県
北
市
議
会
議
長
会
定
例
会

大
分
県
臼
杵
市
議
会
視
察
来
庁

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
理
事
会
・
定
例
会

行
方
市
議
会
視
察
来
庁

東
海
村
議
会
来
庁
・
八
千
代
町
議
会
視
察
来
庁

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
（
〜
14
日
）

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議
（
開
会
・
議
案
説
明
）・
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）・
宮
城
県
加
美
町
議
会
視
察
来
庁

本
会
議
（
議
案
質
疑
）

総
務
委
員
会
・
総
務
委
員
会
協
議
会

文
教
民
生
委
員
会
協
議
会
・
文
教
民
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会
・
産
業
建
設
委
員
会
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

全
員
協
議
会

本
会
議
（
採
決
・
閉
会
）

議 

会 

日 

誌

　10月２日、第５回臨時会の会期及び日程、議
案質疑の発言通告期限について協議。10月11
日、第６回定例会の会期について協議、本会議
に諮ることとし、「ひたちおおたお知らせ版」及
び市民バス・各支所窓口へ掲示することとした。
また、高萩市内に指定廃棄物最終処分場候補
地が選定されたことを受け、議会の対応を協議。
11月20日、第６回定例会日程、提出案件、議
案等付託委員会、一般質問・議案質疑の通告
期限及び一般質問の発言方法・時間制限につい
て。12月７日には一般質問通告者及び請願・陳
情の取り扱いについて。12月18日には最終日の
日程について協議を行った。
委 員 長　 成井小太郎　 委　　員　高星　勝幸
副委員長　 深谷　　渉　 委　　員　深谷　秀峰
委　　員　 髙木　　将　 委　　員　益子　慎哉
委　　員　 茅根　　猛　 委　　員　鈴木　二郎

議会運営委員会 10/2･11，11/20，12/7･18
第５臨時会・第６回定例会の会期・日程等に
ついて協議

請願・陳情・議員提案・
議会運営委員会・議会日誌



―
―
― 

訂
正 

―
―
―

常
陸
太
田
市
議
会
だ
よ
り
第
１
３
０
号
（
平
成
24

年
年
11
月
26
日
発
行
）
15
ペ
ー
ジ
議
会
運
営
委
員

会
欄
中
、
委
員
会
構
成
を
次
の
よ
う
に
訂
正
い
た

し
ま
す
。

 

委 

員 

長 

成
井
小
太
郎　

 

委　

員 

高
星　

勝
幸

 

副
委
員
長 

深
谷　
　

渉　

 　

〃　

 

深
谷　

秀
峰

 

委　
　

員 

髙
木　
　

将　

 　

〃　

 

益
子　

慎
哉

 　
　

〃　　

 

茅
根　
　

猛　

 　

〃　

 

鈴
木　

二
郎
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　傍聴をされる方は、市役所４階市議会
議場前の傍聴受付で所定の用紙に住所、
氏名、年齢を記入し、傍聴券をお受け取
りください。傍聴するときには守ってい
ただく注意事項がありますので、係員の
指示に従ってください。

３
月
５
日（
火
）開
会
・
議
案
説
明

３
月
７
日（
木
）一
般
質
問

３
月
８
日（
金
）一
般
質
問

３
月
11
日（
月
）議
案
質
疑
・
委
員
会
付
託

３
月
12
日（
火
）総
務
委
員
会

３
月
13
日（
水
）文
教
民
生
委
員
会

３
月
14
日（
木
）産
業
建
設
委
員
会

３
月
18
日（
月
）予
算
特
別
委
員
会

３
月
19
日（
火
）予
算
特
別
委
員
会

３
月
22
日（
金
）委
員
長
報
告
・
閉
会

　

常
陸
太
田
市
議
会
だ
よ
り
第
１
３
１
号

で
は
、
第
５
回
臨
時
会
第
６
回
定
例
会
の

主
な
内
容
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
議

会
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、広
報
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
様
の
、
な
お
一
層
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

発
行
責
任
者

　
　
　
　
　
　

議　
　

長　

後
藤　
　

守

　
　
　
　
　

広
報
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委 

員 

長　

川
又　

照
雄

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

木
村　

郁
郎

　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

宇
野　

隆
子

　
　
　
　
　
　
　
　

〃　　
　

高
星　

勝
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

〃　　
　

益
子　

慎
哉

　
　
　
　
　
　
　
　

〃　　
　

深
谷　
　

渉

　
　
　
　
　
　
　
　

〃　　
　

藤
田　

謙
二

編 

集 

後 

記

３
月
定
例
会
会
期
日
程
（
予
定
）

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
古
紙
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

議会だよりに関するご意見・ご感想をお寄せください。
今後の本紙編集の参考とさせていただきます。
議会事務局　電話 0294 (72) 3111　Email gikaijimu2@city.hitachiota.lg.jp

議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

を
設
置

　

常
陸
太
田
市
議
会
は
、
議
員
の
定
数
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

を
行
う
た
め
、
第
６
回
市
議
会
定
例
会
最
終
日（
12
月
20
日
）、

11
人
の
委
員
で
構
成
す
る
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
議
会
活
動
を
行
う
た
め
の
適
正
な
議
員
定
数
に
つ
い

て
、
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議
員
活
動
の
充
実
、
人
口
減

少
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
経
費
削
減
な
ど
の
観
点

か
ら
総
合
的
な
検
討
を
行
い
ま
す
。【

委
員
会
構
成
】

委
員
長　

茅
根　
　

猛

副
委
員
長　

髙
木　
　

将

委　
　

員　

黒
沢　

義
久

　
　

〃　
　

成
井
小
太
郎

　
　

〃　
　

高
星　

勝
幸

　
　

〃　
　

深
谷　

秀
峰

　
　

〃　
　

益
子　

慎
哉

　
　

〃　
　

鈴
木　

二
郎

　
　

〃　
　

深
谷　
　

渉

　
　

〃　
　

赤
堀
平
二
郎

　
　

〃　
　

藤
田　

謙
二


